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二
〇
二
五
年
一
月
二
五
日
に
東
京
地
本
会

議
室
に
お
い
て
定
期
委
員
会
を
開
催
し
、
一

年
間
の
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
！ 

 

定
期
委
員
会
は
、
構
成
員
・
委
員

２
３
名
中
２
０
名
の
出
席
、
委
任

状
１
通
で
の
委
員
会
成
立
の
も
と

東
京
地
協
の
岡
添
委
員
を
議
長
に

選
出
を
し
、
出
羽
議
長
よ
り
挨
拶

を
い
た
だ
き
、
清
水
事
務
長
か
ら

経
過
・
方
針
・
決
算
・
予
算
の
提
起

を
受
け
て
討
論
に
入
り
ま
し
た
。 

 

【
出
羽
議
長
あ
い
さ
つ
】 

 

昨
年
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
重
大
事
故
や

Ｊ
Ｒ
各
社
で
脱
線
事
故
や
触
車
事
故

が
発
生
し
鉄
道
の
安
全
性
が
揺
ら
い

で
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
・
Ｐ
社
で
は
、
要
員

不
足
に
よ
る
労
働
強
化
と
健
康
破
壊
、

将
来
不
安
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。 

昨
年
１
２
月
「
在
来
線
保
線
部
門
の

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
た
組

織
の
見
直
し
」
の
本
社
提
案
を
受
け
、

各
地
協
の
要
求
集
約
を
要
請
し
ま
す
。 

工
務
と
電
気
協
議
会
の
平
成
採
交

流
会
を
３
月
１
６
～
１
７
日
に
仙
台

市
で
開
催
し
ま
す
。
安
心
し
て
生
活
・

労
働
が
出
来
る
賃
上
げ
獲
得
に
向
け 

て
、
２
５
春
闘
の
行
動
に
全
力
を
上
げ 

よ
う
。 

 

 

青
葉
緑
化
工
業
は
、
鉄
道
沿
線
の
木

を
管
理
し
危
険
木
の
伐
採
・
地
権
者
と

の
協
議
を
行
っ
て
い
る
。
大
船
渡
線
の

列
車
脱
線
事
故
で
国
交
省
か
ら
Ｊ
Ｒ

に
木
の
管
理
の
指
示
が
来
た
。 

現
状
、
危
険
木
の
伐
採
・
管
理
が
追

い
つ
か
な
い
。
倒
木
の
運
転
被
害
は
今

後
も
増
え
て
行
く
。
Ｐ
社
社
員
に
組
合

の
必
要
性
を
話
し
て
い
る
。（
盛
岡
）  

東日本工務協議会 

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
の
導
入
に
伴

い
、
夜
勤
時
の
扱
い
や
共
同
作
業
で
１

人
だ
け
嫌
だ
と
い
う
対
応
が
出
来
な

く
な
る
の
で
は
と
懸
念
さ
れ
る
。
管
理

者
の
勉
強
会
が
始
ま
っ
た
。（
千
葉
） 

一
昨
年
、
会
社
が
除
雪
体
制
を
取
ら

ず
大
雪
で
列
車
が
止
ま
っ
た
経
緯
か

ら
団
交
で
、
現
場
判
断
に
委
ね
る
べ
き

と
主
張
し
会
社
は
了
承
し
た
。（
高
崎
） 

出
向
先
は
、
人
が
少
な
く
若
手
が
採

用
さ
れ
て
も
本
社
に
行
っ
て
し
ま
う
。 

 

本
体
の
若
手
と
情
報
共
有
し
、
引
き
続

き
交
流
を
し
て
行
き
た
い
。（
八
王
子
） 

 

直
轄
の
事
故
が
多
く
安
全
担
当
か

ら
メ
ー
ル
が
届
く
。
異
常
な
状
態
と
感

じ
る
。
嘱
託
と
し
て
Ｇ
会
社
の
国
労
組

合
員
で
頑
張
り
ま
す
。（
長
野
） 

組
織
の
見
直
し
で
所
長
の
説
明
が

あ
っ
た
が
、
質
問
に
は
回
答
が
無
か
っ

た
。
フ
レ
ッ
ク
ス
の
導
入
に
つ
い
て
丁

寧
な
説
明
を
求
め
て
行
き
た
い
。
設
備

関
係
の
団
交
を
行
っ
た
。（
水
戸
） 

若
年
退
職
者
は
毎
月
出
て
い
る
。
職

場
ア
ン
ケ
ー
ト
を
集
約
し
団
交
を
開

催
し
て
行
く
。
事
故
が
昨
年
を
超
え
て

い
る
。
技
術
判
断
で
き
る
経
験
者
が
い

な
い
事
の
要
因
が
大
き
い
。
（
建
設
） 

 

昨
年
１
０
月
、
山
形
で
芋
煮
会
を
開 

 

催
し
若
手
３
名
が
参
加
し
交
流
し
た
。 

２
０
２
４
年
の
冬
季
要
求
は
未
提

出
、
１
月
に
経
験
不
足
の
中
で
脱
線
が

起
き
て
い
る
事
を
検
証
し
来
年
の
要

求
に
向
け
て
集
約
し
て
い
る
。（
仙
台
） 

組
織
の
見
直
し
の
説
明
会
で
、
保
線

セ
ン
タ
ー
間
の
異
動
発
令
が
不
要
と

な
る
事
か
ら
、
働
き
方
が
不
安
定
に
な

る
。
フ
レ
ッ
ク
ス
制
度
の
導
入
は
、
保

線
の
グ
ル
ー
プ
作
業
と
し
て
は
良
い

も
の
で
は
な
い
。
初
任
給
１
０
年
ま
で

の
支
給
額
の
見
直
し
が
あ
る
が
、
離
職

を
防
ぐ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。（
仙
台
） 

フ
レ
ッ
ク
制
は
、
来
た
時
間
か
ら
勤

務
打
刻
し
て
勤
務
修
了
、
コ
ア
タ
イ
ム

な
し
の
勤
務
と
な
る
。
夜
勤
・
Ｇ
作
業
・

当
番
制
も
あ
り
、
所
長
に
丁
寧
な
説
明

を
す
る
様
に
求
め
た
。（
横
浜
） 

     

会
社
施
策
に
技
術
継
承
の
文
言
は

出
て
い
な
い
。
ま
だ
人
間
系
で
や
ら
な

い
と
い
け
な
い
。
Ｐ
社
に
丸
投
げ
を
し

て
い
る
。
会
社
が
危
機
状
況
に
な
れ
ば

真
っ
先
に
首
を
切
る
の
は
労
働
者
と

い
う
事
を
訴
え
る
こ
と
が
必
要
。
歯
止

め
を
す
る
の
が
労
組
の
任
務
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

フ
レ
ッ
ク
ス
の
矛
盾
点
、
誰
が
責
任
を

取
の
か
を
や
っ
て
行
く
べ
き
。（
東
京
） 

以
上
、
１
１
名
の
委
員
よ
り
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。 

「
岡
添
議
長
退
任
挨
拶
」 

未
加
入
者
は
、
疑
問
や
不
安
を
持
っ

て
い
る
が
、
吐
き
出
す
所
が
な
け
れ

ば
、
解
決
す
る
す
べ
が
な
い
職
場
状
況

に
あ
る
。
私
達
が
、
支
え
て
寄
り
添
っ

て
い
く
事
が
必
要
で
あ
る
。 

「
出
羽
議
長
集
約
」 

 

「
在
来
線
保
線
部
門
の
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
の
実
現
に
向
け
た
組
織
の
見
直
し
」

は
、
各
地
協
か
ら
の
要
求
を
集
約
し
交

渉
を
行
い
ま
す
。
若
手
と
の
交
流
・
仲

間
の
声
を
掴
む
こ
と
、
工
務
協
ニ
ュ
ー

ス
や
Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
の
情
報
を
活
用
し

組
織
拡
大
に
つ
な
げ
よ
う
。
賃
上
げ
生

活
向
上
の
た
め
、
２
５
春
闘
に
奮
闘
す

る
と
共
に
工
務
協
運
動
を
盛
り
上
げ

て
行
き
ま
し
ょ
う
。 

      

委 

員 

発 

言 


